
　
議
員
任
期
最
後
の
定
例
会
が
終
了
し
た
。私
た

ち
広
報
編
集
委
員
も
最
後
の
仕
事
。委
員
任
期
の

2
年
間
、研
修
も
行
い
な
が
ら
、よ
り
住
民
の
皆
さ

ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
を
と
、委
員
の
中
で

意
見
を
ぶ
つ
け
あ
っ
た
こ
と
も
…

　
も
っ
と
議
会
の
様
子
を
分
か
り
や
す
く
、限
ら
れ

た
紙
面
で
何
を
ど
う
載
せ
る
か
、発
行
ま
で
の
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
の
作
業
で
も
あ
り
、今
も
悩
み
は

尽
き
な
い
。

　
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
評
価
は
、

今
年
も
参
加
賞
で
あ
っ
た
。住
民
に
伝
え
よ
う
と
す

る
意
欲
は
見
ら
れ
る
と
の
評
価
。う
れ
し
い
よ
う
な

そ
う
で
な
い
よ
う
な
複
雑
な
気
持
ち
で
あ
る
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、最
後
の
編
集
作
業
で
あ
る
。い

ろ
い
ろ
と
無
理
難
題
に
付
き
合
っ
て
下
さ
っ
た
委
員

の
皆
さ
ま
、事
務
局
の
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ

る
。

　
ま
た
、読
ん
で
下
さ
っ
た
町
民
の
皆
さ
ま
に
最
大

の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
M・I
）
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平
成
３１
年
３
月
２０
日
豊
山
小
学
校
卒
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。式
が
始
ま
る
前
の
６
年
１
組
の
子
ど
も
た
ち
。

先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
記
念
撮
影
。

　
私
は
豊
山
町
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
高
校
に
入
学
し
た

と
き
に
学
校
で
「
豊
山
町
っ
て
ど
こ
？
」
と
聞
か

れ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
に
初
め
て
豊
山
町
の

知
名
度
の
低
さ
に
気
づ
き
、
何
か
豊
山
町
の
力
に

な
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ち

サ
ポ
は
豊
山
町
を
良
い
町
に
し
た
い
、
豊
山
町
で

何
か
面
白
い
こ
と
が
し
た
い
と
集
ま
っ
て
で
き
た
団
体
で
す
。

　
私
は
ダ
ン
ス
が
好
き
な
の
で
、Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
キ
ャ
ラ
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

の
地
空
人
く
ん
参
加
を
企

画
し
ま
し
た
。
や
り
た
い

と
思
っ
た
こ
と
が
形
に
な

り
、
た
く
さ
ん
の
方
の
協

力
を
得
て
、
グ
ラ
ン
プ
リ

を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
様
々
な
経
験
が
で
き

る
場
所
な
の
で
、
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
学
生
の
方
に
ま

ち
サ
ポ
で
活
躍
し
て
、
い

い
経
験
を
い
っ
ぱ
い
し
て
ほ

し
い
で
す
！ 飯

山 

穂
奈
美

い
い
や
ま

ほ

な

み

「
ま
ち
サ
ポ
っ
て
知
っ
て
る
？
」

広報編集委員
議員はお祭りへの寄付や

町内会の催しものへ差し入れ
することを禁止されています。
　有権者が求めてもいけま
せん。
ご理解をお願いします。

平成３１年２月１日発行の議会だよりＮＯ.１４７号に誤りがありました。
訂正してお詫びいたします。

委 員 長　岩村 みゆき

副委員長　山本 亮介

委　　員　大口 司郎
　　　　　岡島 政信
　　　　　坪井 孝仁

寄付行為の禁止

訂正箇所 （誤） （正）

Ｐ2上段
給食センター
造成工事費
2億5200万円

給食センター
造成工事費
2520万円

Ｐ5福祉建設
　 委員会視察 西春日井衛生組合 北名古屋衛生組合

卒業おめでとう（豊山小学校） （関連記事P16）

※本文の元号は3月定例会時にあわせています。

P２～３
P４

P７～１５
P1６

平成31年度予算
質疑あれこれ
8人が一般質問
翔びたて豊山っ子！

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

P６あいち航空ミュージアム
-さらなる発展を期待

TOPICS
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3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　
平
成
３１
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
１９
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。
平
成
３１
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
５
つ
の
特
別
会
計

予
算
、
補
正
予
算
、
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
、
自
転
車
の
安
全

利
用
促
進
の
条
例
の
制
定
な
ど
あ
わ
せ
て
２３
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
３１
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
原
案
に
附
帯
決
議
を

附
し
て
可
決
、
ほ
か
２２
議
案
は
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛成８ 反対１ 認定

町税 44億5212万円

総務費
10億1996万円

民生費 20億4841万円

使用料
及び手数料
1億405万円

労働費
5万円

農林水産業費
7291万円

商工費
9110万円

公債費
（借金返済）
1億6320万円

予備費
1000万円 議会費

9688万円

土木費
7億2056万円

教育費
18億307万円

国庫支出金
5億1453万円
国庫支出金
5億1453万円

衛生費
7億7775万円
衛生費
7億7775万円消防費

4億6111万円
消防費
4億6111万円

諸収入
2億4592万円

繰越金
6400万円繰入金

1533万円

財産収入他
1992万円

町債
8億4800万円

歳入 ７２億６５００万円歳出 ７２億６５００万円

交付税・
その他交付金
6億5690万円

交付税・
その他交付金
6億5690万円

県支出金
2億9847万円
県支出金
2億9847万円

分担金
及び負担金
4576万円

　
平
成
２８
年
１１
月
２０
日
の
町
長
就
任
か
ら
２
年
３
か

月
余
り
が
経
過
し
、
任
期
の
半
分
を
折
り
返
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
町
民
の
皆
様
が
こ
の
町
に

住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
防
災
や

防
犯
、
子
育
て
支
援
や
教
育
分
野
で
の
施
策
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
３１
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
は
７２
億
円
超
の

予
算
規
模
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
で
は
初
め
て
７０
億

円
を
超
え
る
予
算
案
と
な
り
ま
し
た
。
町
の
未
来
を

創
る
、
将
来
を
見
据
え
た
事
業
へ
の
大
胆
な
投
資
を

行
い
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
に
ぎ
わ
い
と
や
す
ら
ぎ

の
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
第
４
次
総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
計
画
期
間

は
残
り
１
年
余
り
と

な
り
ま
す
。

　
計
画
の
総
仕
上
げ

に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、

町
の
将
来
を
見
据
え

た
、
次
期
計
画
に
つ

な
げ
る
た
め
の
新
た

な
事
業
展
開
も
視
野

に
入
れ
た
予
算
の
編

成
と
し
て
お
り
ま
す
。

町
長
の
施
政
方
針
（
抜
粋
）

町のホームページから町長施政方針全文をご覧ください。
www.town.toyoyama.lg.jp/chosei/1001059/index.html

ワシントン州グラント郡との 国際交流準備が始まるワシントン州グラント郡との 国際交流準備が始まる 平成31年
度

一般会計
予 算

特別会計予算状況

平成31年度におこなう主な事業

会計名
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス事業
公共下水道事業

● 海外先進地交流事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１２０万円

● 自転車安全利用促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・９０万円

● 情報提供手段の充実事業・・・・・・・・・・・・・・・・５９万円

● 健康増進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３７９万円

● 母子保健事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９０８万円

● 防災設備管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・１億５４８４万円

● 給食センター建設事業・・・・・・・・・・・・９億５８６６万円

（国際交流員　報酬、特別旅費など）

（ヘルメット購入費補助金　２０００円×４５０名分）

（手話通訳者謝礼　１日３時間、週２回）

（検診受診費、健康マイレージ、骨髄移植ドナー支援事業など）

（妊産婦乳幼児等保健相談委託料、ブックスタート事業など）

（防災行政、無線設備更新事業など）

１４億５２９９万円
２億  ９３２万円
９億１１０６万円

３３１万円
６億８３８７万円

予算額

◎万円で端数調整をおこなっています。

町民税、固定資産税、
軽自動車税等

他会計からのお金 前年度からの
持ち越しのお金

保育料等

国からの
補助金等

国からの
分配金等

借金等県からの
補助金等

税金の賦課徴収、
防災などにかかるお金

ごみ処理、検診など
にかかるお金

労働支援者など
にかかるお金

農業対策など
にかかるお金

道路整備など
にかかるお金

消防活動に
かかるお金

借金の返済に
かかるお金

議会の運営に
かかるお金

給食、小中学校の施設
管理などにかかるお金

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

商工業や観光
振興などに
かかるお金
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● 健康増進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３７９万円

● 母子保健事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９０８万円

● 防災設備管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・１億５４８４万円

● 給食センター建設事業・・・・・・・・・・・・９億５８６６万円

（国際交流員　報酬、特別旅費など）

（ヘルメット購入費補助金　２０００円×４５０名分）

（手話通訳者謝礼　１日３時間、週２回）

（検診受診費、健康マイレージ、骨髄移植ドナー支援事業など）

（妊産婦乳幼児等保健相談委託料、ブックスタート事業など）

（防災行政、無線設備更新事業など）

１４億５２９９万円
２億  ９３２万円
９億１１０６万円

３３１万円
６億８３８７万円

予算額

◎万円で端数調整をおこなっています。

町民税、固定資産税、
軽自動車税等

他会計からのお金 前年度からの
持ち越しのお金

保育料等

国からの
補助金等

国からの
分配金等

借金等県からの
補助金等

税金の賦課徴収、
防災などにかかるお金

ごみ処理、検診など
にかかるお金

労働支援者など
にかかるお金

農業対策など
にかかるお金

道路整備など
にかかるお金

消防活動に
かかるお金

借金の返済に
かかるお金

議会の運営に
かかるお金

給食、小中学校の施設
管理などにかかるお金

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

商工業や観光
振興などに
かかるお金
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質疑あれこれ
　施
政
方
針

　 

町
長
の
考
え
る
将
来
を
見
据
え
た

大
胆
な
投
資
と
は
。

　 

２０
年
３０
年
先
を
見
据
え
た
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、

久
多
良
木
川
ポ
ン
プ
の
増
強
、
保
育
園

や
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
計

画
の
策
定
。新
た
な
事
業
展
開
と
し
て
は
、

グ
ラ
ン
ト
郡
と
の
国
際
交
流
、
地
域
公

共
交
通
網
計
画
策
定
な
ど
。

　 

長
寿
祝
い
金
で
は
７７
歳
の
支
給
額

を
1
万
円
か
ら
5
千
円
に
し
た
り
、
敬

老
会
の
弁
当
を
廃
止
し
た
り
、
金
婚
式

を
廃
止
し
た
り
す
る
の
は
、
高
齢
者
に

対
し
て
敬
意
が
な
い
の
で
は
。

　 

平
均
寿
命
が
延
び
て
い
る
こ
と
、

県
内
市
町
村
で
７０
歳
代
で
支
給
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
一
つ
も
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
う
い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
と
考

え
、
見
直
し
た
。
敬
老
会
の
弁
当
に
つ

い
て
は
、
食
品
ロ
ス
や
食
中
毒
の
観
点

か
ら
廃
止
し
た
い
。
金
婚
式
に
関
し
て

は
、
両
名
と
も
ご
存
命
の
方
を
対
象
と

し
て
い
た
た
め
、
不
公
平
感
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
廃

止
し
た
い
。

　総
務
費

　 

自
転
車
安
全
利
用
促
進
事
業
と
は
。

　 

対
象
者
は
中
学
生
以
下
、
６５
歳
以
上
。

平
成
３１
年
７
月
１
日
か
ら
町
内
の
自
転

車
販
売
店
で
購
入
し
た
場
合
に
補
助
す

る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
の
入
っ

た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
対
象
で
あ
る
。

　 
海
外
先
進
地
交
流
事
業
と
は
。

　 

Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
試
験
飛
行
が
行
わ
れ
て
い

る
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
グ
ラ
ン

ト
郡
が
豊
山
町
と
姉
妹
都
市
提
携
を
希

望
し
て
い
る
。
情
報
を
収
集
し
、
国
際

交
流
で
き
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
。

　 

新
た
に
配
置
さ
れ
る
国
際
交
流
員

と
は
。

　 

一
般
財
団
法
人
国
際
交
流
協
会
を
通

じ
、
町
に
招
致
す
る
。
英
語
圏
の
国
か

ら
日
本
語
を
理
解
で
き
る
専
門
員
を
希

望
し
て
い
る
。

　民
生
費

　 

保
育
料
の
無
償
化
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納

は
い
つ
か
ら
始
ま
る
か
。

　 

保
育
料
の
無
償
化
は
１０
月
、
コ
ン
ビ

ニ
収
納
は
４
月
か
ら
始
ま
る
。

　 

保
育
園
の
給
食
費
に
つ
い
て
は
無
償

化
さ
れ
る
の
か
。

　 

国
の
方
針
は
給
食
費
を
除
い
た
保

育
料
の
無
料
化
で
あ
る
。
町
で
は
、
給

食
費
に
つ
い
て
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　 

高
齢
者
生
き
が
い
事
業
の
７７
歳
の

祝
い
金
を
１
万
円
か
ら
５
千
円
に
引
き

下
げ
る
理
由
は
。

　 

こ
れ
ま
で
の
事
業
の
歴
史
、
経
緯

を
調
査
し
、
見
直
し
事
項
を
検
討
し
た

結
果
で
あ
り
、
理
解
を
求
め
る
。

　※

福
祉
建
設
委
員
会
か
ら
祝
い
金
の

引
き
下
げ
の
見
直
し
を
求
め
る
附
帯
決

議
が
出
さ
れ
る
。

　衛
生
費

　 

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
の
内

容
は
。

　 
骨
髄
移
植
の
推
進
の
た
め
、
骨
髄

提
供
者
の
負
担
の
軽
減
、
提
供
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
目
的
に
、
提
供
者
と

提
供
者
を
雇
用
す
る
事
業
所
に
対
し
て

助
成
す
る
。
町
内
在
住
者
に
通
院
ま
た

は
入
院
に
要
し
た
日
数
に
１
日
２
万
円
、

上
限
１４
万
円
、
事
業
者
に
対
し
て
は
、

ド
ナ
ー
が
休
業
し
た
日
数
に
対
し
て
１

日
１
万
円
、
上
限
は
７
万
円
で
あ
る
。

　土
木
費

　 

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
何
が
決
め

ら
れ
る
か
。

　 

住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
立
し
、
地

域
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
、
地
域
の
主

要
課
題
に
応
じ
た
整
備
、
開
発
お
よ
び

保
全
の
方
針
を
総
合
的
に
定
め
る
。

　消
防
費

　 

防
災
設
備
の
整
備
の
内
容
は
。

　 

基
地
局
、
移
動
系
無
線
な
ど
、
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
す
め
る
。

　教
育
費

　 

い
じ
め
、
不
登
校
児
へ
の
対
応
は
。

　 

い
じ
め
に
つ
い
て
は
２
か
月
ご
と
に

検
討
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
不
登
校

に
つ
い
て
は
、欠
席
の
多
い
生
徒
に
対
し
、

引
き
こ
も
り
が
無
い
よ
う
に
学
校
側
が

い
ろ
い
ろ
な
面
で
対
応
し
て
い
る
。

 

問答

問答問答問答問答

問答問答問答

問答 　
本
会
議
、
各
委
員
会
で
、
活
発

に
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　
町
長
の
施
政
方
針
と
平
成
３１
年

度
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
主
な

質
問
内
容
と
答
弁
。

審 議 結 果

問答問答問答

賛 成 討 論
生活に直結する事業を予算化　岩村みゆき議員
　豊山町初の７０億円を超える予算で、移動系防災行
政無線の更新工事、給食センター建設工事費を始め、
ブックスタート事業や福祉課への手話通訳者設置、コ
ンビニ納付開始など、住民の生活に直結する事業も積
極的に予算化され、高齢者生きがい事業については附
帯決議を附したが、住民に配慮した予算であることか
ら賛成する。

反 対 討 論
負担軽減がはかられていない 山本 亮介議員

　一般会計から国保会計への繰り出し金が削減されて
いる。国保の被保険者の負担はさらに重くなる。国保
税の負担が大きいと感じる町民の立場を考えると、賛
同しかねる。

賛 成 討 論
答申通りの改定である 岩村みゆき議員

　保険料については、国保運営協議会へ諮問され、そ
の答申通りの改定となっている。この協議会におい
て、収納率も微増しており、一定の理解を得ていると
のことであった。国民皆保険制度は、大切な制度であ
り、安定的な運用が求められる。よって賛成する。

反 対 討 論
国保の負担が重くなる 山本 亮介議員

　一般会計から国保会計への繰り入れ金が削減されて
いる。国保の被保険者の負担はさらに重くなる。国保
税の負担が大きいと感じる町民の立場を考えると、賛
同しかねる。

賛成討論　 反対討論VS平成31年度 一般会計予算

賛成討論　 反対討論VS国民健康保険特別会計

消費税率及び地方消費税率の
改定に伴う関係条例の整備

全員賛成
可決

森林環境譲与税基金条例の制定 全員賛成
可決

職員定数条例の一部改正 全員賛成
可決

職員の勤務時間、
休暇等に関する条例の一部改正

全員賛成
可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正

全員賛成
可決

国民健康保険税条例の一部改正 賛成８ 反対１
可決

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 全員賛成
可決

子ども福祉手当支給条例の一部改正 全員賛成
可決

母子・父子家庭医療費支給条例の一部改正 全員賛成
可決

地区計画の区域内における建築物の
制限に関する条例の一部改正

全員賛成
可決

愛知県市町村職員退職手当組合を組織する
地方公共団体の数の減少及び規約の変更

全員賛成
可決

平成３０年度一般会計補正予算（第６号） 全員賛成
可決

平成３０年度
国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

全員賛成
可決

平成３０年度
後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

全員賛成
可決

平成３０年度
介護保険特別会計補正予算（第３号）

全員賛成
可決

平成３０年度
公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

全員賛成
可決

平成３１年度一般会計予算 賛成８ 反対１
可決

平成３１年度国民健康保険特別会計予算
賛成８ 反対１

可決

平成３１年度後期高齢者医療特別会計予算 全員賛成
可決

平成３１年度介護保険特別会計予算 全員賛成
可決

平成３１年度介護サービス事業特別会計予算 全員賛成
可決

平成３１年度公共下水道事業特別会計予算 全員賛成
可決

自転車の安全利用の促進に関する条例の制定 全員賛成
可決

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
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質疑あれこれ
　施
政
方
針

　 

町
長
の
考
え
る
将
来
を
見
据
え
た

大
胆
な
投
資
と
は
。

　 

２０
年
３０
年
先
を
見
据
え
た
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、

久
多
良
木
川
ポ
ン
プ
の
増
強
、
保
育
園

や
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
計

画
の
策
定
。新
た
な
事
業
展
開
と
し
て
は
、

グ
ラ
ン
ト
郡
と
の
国
際
交
流
、
地
域
公

共
交
通
網
計
画
策
定
な
ど
。

　 

長
寿
祝
い
金
で
は
７７
歳
の
支
給
額

を
1
万
円
か
ら
5
千
円
に
し
た
り
、
敬

老
会
の
弁
当
を
廃
止
し
た
り
、
金
婚
式

を
廃
止
し
た
り
す
る
の
は
、
高
齢
者
に

対
し
て
敬
意
が
な
い
の
で
は
。

　 

平
均
寿
命
が
延
び
て
い
る
こ
と
、

県
内
市
町
村
で
７０
歳
代
で
支
給
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
一
つ
も
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
う
い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
と
考

え
、
見
直
し
た
。
敬
老
会
の
弁
当
に
つ

い
て
は
、
食
品
ロ
ス
や
食
中
毒
の
観
点

か
ら
廃
止
し
た
い
。
金
婚
式
に
関
し
て

は
、
両
名
と
も
ご
存
命
の
方
を
対
象
と

し
て
い
た
た
め
、
不
公
平
感
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
廃

止
し
た
い
。

　総
務
費

　 

自
転
車
安
全
利
用
促
進
事
業
と
は
。

　 

対
象
者
は
中
学
生
以
下
、
６５
歳
以
上
。

平
成
３１
年
７
月
１
日
か
ら
町
内
の
自
転

車
販
売
店
で
購
入
し
た
場
合
に
補
助
す

る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
の
入
っ

た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
対
象
で
あ
る
。

　 

海
外
先
進
地
交
流
事
業
と
は
。

　 

Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
試
験
飛
行
が
行
わ
れ
て
い

る
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
グ
ラ
ン

ト
郡
が
豊
山
町
と
姉
妹
都
市
提
携
を
希

望
し
て
い
る
。
情
報
を
収
集
し
、
国
際

交
流
で
き
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
。

　 

新
た
に
配
置
さ
れ
る
国
際
交
流
員

と
は
。

　 

一
般
財
団
法
人
国
際
交
流
協
会
を
通

じ
、
町
に
招
致
す
る
。
英
語
圏
の
国
か

ら
日
本
語
を
理
解
で
き
る
専
門
員
を
希

望
し
て
い
る
。

　民
生
費

　 

保
育
料
の
無
償
化
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納

は
い
つ
か
ら
始
ま
る
か
。

　 

保
育
料
の
無
償
化
は
１０
月
、
コ
ン
ビ

ニ
収
納
は
４
月
か
ら
始
ま
る
。

　 

保
育
園
の
給
食
費
に
つ
い
て
は
無
償

化
さ
れ
る
の
か
。

　 

国
の
方
針
は
給
食
費
を
除
い
た
保

育
料
の
無
料
化
で
あ
る
。
町
で
は
、
給

食
費
に
つ
い
て
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　 

高
齢
者
生
き
が
い
事
業
の
７７
歳
の

祝
い
金
を
１
万
円
か
ら
５
千
円
に
引
き

下
げ
る
理
由
は
。

　 

こ
れ
ま
で
の
事
業
の
歴
史
、
経
緯

を
調
査
し
、
見
直
し
事
項
を
検
討
し
た

結
果
で
あ
り
、
理
解
を
求
め
る
。

　※

福
祉
建
設
委
員
会
か
ら
祝
い
金
の

引
き
下
げ
の
見
直
し
を
求
め
る
附
帯
決

議
が
出
さ
れ
る
。

　衛
生
費

　 

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
の
内

容
は
。

　 

骨
髄
移
植
の
推
進
の
た
め
、
骨
髄

提
供
者
の
負
担
の
軽
減
、
提
供
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
目
的
に
、
提
供
者
と

提
供
者
を
雇
用
す
る
事
業
所
に
対
し
て

助
成
す
る
。
町
内
在
住
者
に
通
院
ま
た

は
入
院
に
要
し
た
日
数
に
１
日
２
万
円
、

上
限
１４
万
円
、
事
業
者
に
対
し
て
は
、

ド
ナ
ー
が
休
業
し
た
日
数
に
対
し
て
１

日
１
万
円
、
上
限
は
７
万
円
で
あ
る
。

　土
木
費

　 

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
何
が
決
め

ら
れ
る
か
。

　 

住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
立
し
、
地

域
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
、
地
域
の
主

要
課
題
に
応
じ
た
整
備
、
開
発
お
よ
び

保
全
の
方
針
を
総
合
的
に
定
め
る
。

　消
防
費

　 

防
災
設
備
の
整
備
の
内
容
は
。

　 

基
地
局
、
移
動
系
無
線
な
ど
、
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
す
め
る
。

　教
育
費

　 

い
じ
め
、
不
登
校
児
へ
の
対
応
は
。

　 

い
じ
め
に
つ
い
て
は
２
か
月
ご
と
に

検
討
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
不
登
校

に
つ
い
て
は
、欠
席
の
多
い
生
徒
に
対
し
、

引
き
こ
も
り
が
無
い
よ
う
に
学
校
側
が

い
ろ
い
ろ
な
面
で
対
応
し
て
い
る
。

 

問答

問答問答問答問答

問答問答問答

問答 　
本
会
議
、
各
委
員
会
で
、
活
発

に
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　
町
長
の
施
政
方
針
と
平
成
３１
年

度
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
主
な

質
問
内
容
と
答
弁
。

審 議 結 果

問答問答問答
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いる。国保の被保険者の負担はさらに重くなる。国保
税の負担が大きいと感じる町民の立場を考えると、賛
同しかねる。
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答申通りの改定である 岩村みゆき議員
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て、収納率も微増しており、一定の理解を得ていると
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税の負担が大きいと感じる町民の立場を考えると、賛
同しかねる。

賛成討論　 反対討論VS平成31年度 一般会計予算
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全員賛成
可決
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全員賛成
可決
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平成３０年度
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全員賛成
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可決
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賛成８ 反対１

可決
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可決

平成３１年度介護保険特別会計予算 全員賛成
可決
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可決
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自転車の安全利用の促進に関する条例の制定 全員賛成
可決

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス



７ とよやま議会だよりNO.148　令和元年5月１日とよやま議会だよりNO.148　令和元年5月１日 ６

あ
な
た
の
想
い
、議
会
へ

一般質問ラインナ
ップ

３月１１日（月）8人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員
が住民に代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町の
あり方について議論、提言することである。

◎全文記録（議事録）は、６月上旬に町ホームページ掲載しますのでご覧ください。

1 P.8
●町制５０周年記念事業はどうなるか
●子ども食堂、子ども塾、防災機能を備えた
　公園ゾーンの建設を

2 P.9●国際交流について

3 P.10
●小学生の帰宅後の遊び場所について
●プール西側の駐車場にトイレの設置の考えは
●児童遊園のトイレについて

4 P.11
●外国人住居者への行政サービスの
　対応について
●タブレット端末について

5 P.12●福祉避難所、避難行動要支援者の
　対応について

7 P.14●豊山町第５次総合計画、
　都市計画マスタープランについて

8 P.15

●新給食センターの建設と給食について
●食品ロス削減のためフードドライブの開催を
●持続可能な開発目標ＳＤＧｓに対する
　理念と町政運営について

議会だよりには、太字のみ掲載

6

安 藤 春 一

粟 田 昌 子

熊 沢 直 紀

岡 島 政 信

山 本 亮 介

大 口 司 郎

岩村みゆき

坪 井 孝 仁 P.13●子どもの居場所の環境づくりについて

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

あいち航空
ミュージアム
さらなる
発展を期待

トピックス
TOPICS

　
あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン
し

て
１
年
半
が
経
過
し
た
。

初
年
度
は
５０
万
人
の
来

館
者
で
に
ぎ
わ
い
、
多

く
の
親
子
や
航
空
フ
ァ

ン
が
航
空
機
産
業
の
歴

史
を
学
び
、
展
示
物
を

見
て
、
触
れ
て
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　
あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
は
３
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
あ
る
。
そ
れ
は
①
航

空
機
産
業
の
情
報
発
信
、②

産
業
観
光
、③
人
材
育
成
。
そ
の
中

で
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
の
が
、
子

ど
も
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成
で
あ

る
。
職
業
体
験
が
大
き
な
特
徴
の
一

つ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
パ
イ
ロ
ッ
ト

体
験
や
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

（
C
A)

体
験
、
整
備
体
験
な
ど
、

仕
事
を
体
感
で
き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
将
来
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
り
た
い
と

の
声
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
空
へ

の
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
魅
力
の
一
つ
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
中
に
は
、
整
備
士
、
設
計
、
飛

行
機
の
営
業
マ
ン
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、Ｃ

Ａ
な
ど
多
彩
な
人
た
ち
が
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
知
識
や
経
験
を
来

館
者
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
、

管
制
官
、
マ
ー
シ
ャ
ラ
ー
（
誘
導
員
）

な
ど
、
新
た
な
職
業
体
験
や
M
R
J

の
展
示
を
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

さ
ら
な
る
発
展
を

期
待
す
る
。
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Q.豊山町の国際交流は
A.グラント郡と協議する

Q.50周年記念事業は
A.NHKとの連携を目指す

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
多
文
化

共
生
社
会
が
進
展
す
る
中

で
、
豊
山
町
の
国
際
交
流

は
、ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

過
去
の
豊
山
中
学
校
生
徒

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣
や

志
水
小
学
校
と
米
国
コ
ロ
ラ

ド
州
の
小
学
校
と
の
交
流

を
顧
み
て
、４
点
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

国
際
交
流
の
概
念

は
。

総
務
部
長

国
際
交
流
と
は
、国

境
を
越
え
て
互
い
に
行
き

来
す
る
こ
と
で
、多
様
な
価

値
観
、個
性
、考
え
方
に
触

れ
る
大
変
貴
重
な
機
会
で

あ
る
。本
町
在
住
の
外
国
人

も
年
々
増
加
し
、町
内
の
日

常
生
活
で
も
、国
際
交
流
の

機
会
は
増
え
て
い
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
地

元
の
方
々
が
来
町
さ

れ
た
と
聞
い
た
。こ
の
よ
う

な
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
。

総
務
部
長

昨
年
４
月
と
１２
月
に

ア
メ
リ
カ
ワ
シ
ン
ト
ン
州
グ

ラ
ン
ト
郡
の
代
表
団
が
来

町
。
グ
ラ
ン
ト
郡
に
あ
る

モ
ー
ゼ
ス
レ
イ
ク
国
際
空

港
で
は
、現
在
、Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
試

験
機
４
機
の
試
験
飛
行
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
グ
ラ
ン
ト
郡
内
に
は
Ｍ
Ｒ

Ｊ
開
発
に
関
わ
る
日
本
人
ス

タ
ッ
フ
約
４
０
０
人
が
住

み
、約
５０
名
の
ご
子
息
が
地

元
の
学
校
に
通
学
し
て
い
る

と
の
こ
と
。１２
月
の
来
町
時

に
は
、日
本
人
学
生
の
担
任

教
師
も
代
表
団
の
一
員
と
し

て
来
日
さ
れ
、豊
山
中
学
校

を
ご
視
察
い
た
だ
い
た
。

　
グ
ラ
ン
ト
郡
は
、Ｍ
Ｒ
Ｊ

の
日
本
の
製
造
拠
点
で
あ

る
豊
山
町
と
、特
に
学
生
と

の
交
流
を
望
ん
で
い
る
。Ｍ

Ｒ
Ｊ
の
日
米
拠
点
地
域
の
交

流
は「
空
港
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
に
役
立
つ
。
具

体
的
交
流
の
あ
り
方
を
グ

ラ
ン
ト
郡
と
協
議
す
る
考

え
で
あ
る
。

国
際
交
流
は
、送
り

出
し
だ
け
で
な
く
、

受
け
入
れ
る
こ
と
に
も
意

義
が
あ
る
。
受
け
入
れ
に

は
、ぜ
ひ
１８
年
間
で
１
８
０

人
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣

参
加
者
の
掘
り
起
こ
し
を

し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

総
務
部
長

平
成
３
年
度
か
ら
２０

年
度
ま
で
実
施
し
た
本
町

の
人
材
育
成
事
業
で
、豊
山

中
学
校
在
学
中
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
１

８
０
名
は
、ま
さ
に
若
い
時

期
に
国
際
交
流
を
経
験
し

た
貴
重
な
人
材
で
あ
る
。

　
今
後
、
本
町
の
国
際
交

流
、多
文
化
共
生
に
お
力
を

お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
。

豊
山
国
際
交
流
の
会

と
い
う
設
立
１１
年
目

の
団
体
が
あ
る
。
今
後
、何

か
町
に
協
力
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、と
思
う
。
町
の
ご

見
解
は
。総

務
部
長

豊
山
国
際
交
流
の
会

で
活
躍
の
方
々
を
は
じ
め
、

国
際
交
流
や
多
文
化
共
生

の
分
野
で
勢
力
的
に
活
動

し
て
い
る
方
々
の
ス
キ
ル
、

知
識
、経
験
は
、地
域
の
国

際
化
に
欠
か
せ
な
い
財
産

で
あ
る
。

　
豊
山
町
の
国
際
交
流
や

多
文
化
共
生
の
中
核
と
し

て
、ご
尽
力
、ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
。
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町
民
憲
章
の
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定

②
街
並
み
再
現
③
ラ

ジ
オ
体
操
大
会
を
提
案
す

る
。９
月
議
会
で
「
５０
周
年

記
念
事
業
を
検
討
す
る
中

で
、対
象
の
一
つ
と
考
え
る
」

と
の
答
弁
。

　
何
か
動
き
は
あ
っ
た
か
。

総
務
部
長

来
年
度
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
組
み
、事
業
内
容
の

企
画
・
運
営
を
実
施
し
て
い

く
。

豊
山
町
の
原
点
で
あ

る
昔
の
街
並
み
を
、

次
代
の
子
ど
も
た
ち
に
繋
い

で
欲
し
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

文
化
財
保
護
の
観
点

か
ら
貴
重
な
提
案
と
受
け

止
め
る
。の

ど
自
慢
大
会
の
実

績
が
あ
る
。
盛
大
に

「
豊
山
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、人
も

経
済
も
元
気
な
町
を
期
待

す
る
。

総
務
部
長

町
民
の
皆
様
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
と
同
時
に
、

豊
山
町
を
全
国
に
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
と
考
え
る
。

５０
周
年
記
念
事
業
に
お
い

て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
と
の

連
携
を
目
指
し
て
い
く
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー
か

ら
神
明
公
園
ま
で
の

地
域
が
対
象
と
な
る
。子
ど

も
た
ち
が
遊
べ
る
広
場
が

あ
っ
て
、子
ど
も
食
堂
な
ど

が
生
き
て
く
る
。避
難
場
所

に
な
る
、ス
ポ
ー
ツ
も
遊
び

も
出
来
る
防
災
機
能
を
持
っ

た
公
園
は
、国
の
補
助
金
も

可
能
と
思
う
。

　
関
連
す
る
町
道
１
号
線

の
整
備
や
ア
ピ
タ
・
あ
い
ち

航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
航

空
館
ブ
ー
ン
へ
続
く
歩
道
の

一
本
化
を
、５０
周
年
を
機
に

完
成
し
て
頂
き
た
い
。
江

崎
、鈴
木
町
長
に
よ
る
継
投

財
産
で
あ
る
。　

　
先
輩
の
苦
労
を
重
く
受

け
止
め
、さ
ら
に
発
展
を
目

指
し
て
欲
し
い
。

産
業
建
設
部
長

神
明
・
金
剛
地
区
を

は
じ
め
、本
町
全
体
の
土
地

利
用
の
考
え
は
今
年
度
か

ら
２
年
か
け
て
策
定
す
る
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

中
で
、町
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
聞
き
、慎
重
に
検
討
す

る
。

　
ま
た
、道
路
改
修
お
よ
び

維
持
修
繕
な
ど
は
、
緊
急

性
、危
険
性
等
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
て
実
施
し
て
い
る
。

一
本
化
に
つ
い
て
は
大
山
川

の
緑
道
の
整
備
で
お
お
む
ね

実
現
で
き
る
と
考
え
る
。
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Q.豊山町の国際交流は
A.グラント郡と協議する

Q.50周年記念事業は
A.NHKとの連携を目指す
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豊
山
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国
際
交
流
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、ど
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よ
い
か
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過
去
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豊
山
中
学
校
生
徒
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オ
ー
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ト
ラ
リ
ア
派
遣
や

志
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学
校
と
米
国
コ
ロ
ラ

ド
州
の
小
学
校
と
の
交
流

を
顧
み
て
、４
点
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

国
際
交
流
の
概
念

は
。

総
務
部
長

国
際
交
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は
、国

境
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越
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互
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行
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こ
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価
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観
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性
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方
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触

れ
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重
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あ
る
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住
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も
年
々
増
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し
、町
内
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日
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生
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で
も
、国
際
交
流
の

機
会
は
増
え
て
い
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
地

元
の
方
々
が
来
町
さ

れ
た
と
聞
い
た
。こ
の
よ
う

な
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
。

総
務
部
長

昨
年
４
月
と
１２
月
に

ア
メ
リ
カ
ワ
シ
ン
ト
ン
州
グ

ラ
ン
ト
郡
の
代
表
団
が
来

町
。
グ
ラ
ン
ト
郡
に
あ
る

モ
ー
ゼ
ス
レ
イ
ク
国
際
空

港
で
は
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在
、Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
試

験
機
４
機
の
試
験
飛
行
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
グ
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ト
郡
内
に
は
Ｍ
Ｒ

Ｊ
開
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に
関
わ
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日
本
人
ス

タ
ッ
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約
４
０
０
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が
住

み
、約
５０
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が
地
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の
学
校
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学
し
て
い
る
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こ
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来
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時

に
は
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本
人
学
生
の
担
任

教
師
も
代
表
団
の
一
員
と
し

て
来
日
さ
れ
、豊
山
中
学
校

を
ご
視
察
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た
だ
い
た
。
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が
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▲タブレットを使った授業の様子

Q.タブレット端末を増やす考えは
A.学習効率や効果を検証する

Q.小学生に遊び場の開放を
A.可能かどうか検討する

　
今
年
度
各
学
校
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
５０
台
づ
つ
設

置
さ
れ
た
。今
後
の
考
え
を

尋
ね
る
。タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

つ
い
て
の
取
り
決
め

は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

教
育
委
員
会
は
、児

童
生
徒
向
け
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
利
用
ル
ー
ル（
破
損
及
び

紛
失
、ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
内

容
な
ど
）
を
作
成
し
、周
知

し
て
い
る
。
各
学
校
で
も
、

こ
れ
を
基
に
学
校
の
事
情
に

合
わ
せ
た
利
用
ル
ー
ル
を

設
け
て
い
る
。

利
用
率
向
上
に
向

け
、意
見
交
換
す
る

機
会
は
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

教
育
委
員
会
と
各
学

校
は
毎
月
１
回
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
・
推
進
に
向
け
た
定
例
会

や
、定
期
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

推
進
委
員
会
を
開
い
て
い

る
。そ
の
中
で
活
用
事
例
の

情
報
を
交
換
し
、ま
た
児
童

生
徒
の
反
応
な
ど
の
意
見

交
換
も
し
、活
用
に
つ
い
て

共
有
を
図
っ
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

増
や
す
考
え
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

実
践
事
例
の
蓄
積
状

況
を
み
て
、学
習
効
率
や
効

果
を
検
証
し
な
が
ら
、タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
増
や
し
て
い

く
か
検
討
し
て
い
く
。

　
少
子
高
齢
化
社
会
の
進

行
に
伴
い
、基
幹
産
業
を
支

え
て
き
た
日
本
人
労
働
力

が
減
少
し
続
け
て
い
る
。ま

た
、日
本
で
の
就
労
を
目
的

に
し
た
外
国
人
は
増
加
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。そ
こ
で

質
問
す
る
。

豊
山
町
に
お
け
る
外

国
人
の
在
籍
状
況

は
。

総
務
部
長

平
成
３１
年
２
月
２６
日

現
在
、住
民
基
本
台
帳
上
で

は
、２５
の
国
お
よ
び
地
域
の

方
々
と
な
っ
て
い
る
。

大
き
く
変
動
の
あ
っ

た
国
、地
域
は
。

総
務
部
長

ベ
ト
ナ
ム
国
籍
の
方

で
、平
成
２８
年
の
３０
人
か
ら

１
１
８
人
へ
８８
人
増
加
し

た
。

今
後
、外
国
の
方
は

増
加
す
る
と
考
え

る
。自
動
翻
訳
機
能
に
対
応

す
る
言
語
を
増
や
し
て
い
く

考
え
は
。総

務
部
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
自

動
翻
訳
機
能
は
、外
国
人
住

民
の
方
の
居
住
状
況
を
み

て
、対
応
す
る
言
語
を
検
討

し
て
い
く
。

く ま ざ わ な お き

熊沢直紀 議員
Naoki Kumazawa
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▲プール駐車場にトイレの設置を

小
学
生
の
球
技
で
の

遊
び
場
所
が
少
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、

新
田
東
部
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
や
青
山
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
を
ゲ
ー
ム
が
終

わ
る
午
後
か
ら
開
放
し
て
は

ど
う
か
。ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
だ

け
の
利
用
で
は
有
効
利
用

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
高
い
フ
ェ
ン
ス
が
新
た

に
必
要
で
あ
る
し
、ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
用
の
器
具
等
が
設

置
し
て
あ
る
が
、熟
慮
す
れ

ば
、供
用
可
能
と
思
う
。

　
ま
た
、伊
勢
山
の
ス
ポ
ー

ツ
広
場
は
有
料
と
の
こ
と
だ

が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
、帰
宅
後

の
小
学
生
に
開
放
し
て
は
ど

う
か
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

利
用
種
目
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、施
設
整
備
や
鍵

の
管
理
、安
全
対
策
、グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
な
ど
解
決
す
べ
き

課
題
が
多
く
あ
る
が
、開
放

が
可
能
か
ど
う
か
今
後
、検

討
を
し
て
い
く
。

豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル

西
側
の
駐
車
場
は
多

く
の
方
が
利
用
を
さ
れ
て
い

る
。特
に
プ
ー
ル
解
放
時
の

期
間
は
町
内
外
の
方
が
大

変
多
く
利
用
を
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、町
民
の
皆
様
の

旅
行
な
ど
の
集
合
時
に
、大

型
バ
ス
の
停
車
場
と
し
て
の

利
用
が
多
々
見
ら
れ
る
。社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
が
就
業

時
に
は
ト
イ
レ
を
利
用
で
き

る
が
、月
曜
日
の
休
み
の
日

は
、社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
が
利
用
で
き
な
く
、

大
変
不
便
と
聞
い
て
い
る
。

町
民
の
利
便
性
を
考
え
駐

車
場
の
ど
こ
か
に
ト
イ
レ
を

設
置
し
て
頂
き
た
い
が
、ど

う
か
。

　
ま
た
、豊
山
町
に
児
童
遊

園
が
２５
カ
所
あ
る
が
、そ
の

中
で
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て

な
い
児
童
遊
園
が
あ
る
。ト

イ
レ
を
設
置
さ
れ
て
は
ど
う

か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル

西
側
の
駐
車
場
に
は
、衛
生

面
で
の
管
理
、費
用
対
効
果

な
ど
を
考
え
、ト
イ
レ
は
設

置
し
な
い
。

生
活
福
祉
部
長

児
童
遊
園
に
つ
い
て

は
、「
標
準
的
児
童
遊
園
設

置
運
営
要
綱
」
に
基
づ
き
、

百
坪
以
上
の
児
童
遊
園
を

設
置
対
象
と
し
て
い
る
。百

坪
以
上
の
児
童
遊
園
で
も

ト
イ
レ
の
設
置
さ
れ
て
な
い

所
は
あ
る
が
、地
権
者
の
意

向
も
あ
り
、ト
イ
レ
の
設
置

は
困
難
で
あ
る
。

AA

A Q

Q Q.
プ
ー
ル
駐
車
場
と

　
　児
童
遊
園
に
ト
イ
レ
を

A.
設
置
は
困
難
で
あ
る

岡島政信 議員
お か じ ま ま さ の ぶ

Masanobu Okajima

Q.
翻
訳
す
る
言
語
を

　
　増
や
し
て
は

A.
居
住
状
況
に
応
じ
て

　
　検
討
し
て
い
く
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▲タブレットを使った授業の様子

Q.タブレット端末を増やす考えは
A.学習効率や効果を検証する

Q.小学生に遊び場の開放を
A.可能かどうか検討する

　
今
年
度
各
学
校
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
５０
台
づ
つ
設

置
さ
れ
た
。今
後
の
考
え
を

尋
ね
る
。タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

つ
い
て
の
取
り
決
め

は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

教
育
委
員
会
は
、児

童
生
徒
向
け
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
利
用
ル
ー
ル（
破
損
及
び

紛
失
、ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
内

容
な
ど
）
を
作
成
し
、周
知

し
て
い
る
。
各
学
校
で
も
、

こ
れ
を
基
に
学
校
の
事
情
に

合
わ
せ
た
利
用
ル
ー
ル
を

設
け
て
い
る
。

利
用
率
向
上
に
向

け
、意
見
交
換
す
る

機
会
は
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

教
育
委
員
会
と
各
学

校
は
毎
月
１
回
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
・
推
進
に
向
け
た
定
例
会

や
、定
期
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

推
進
委
員
会
を
開
い
て
い

る
。そ
の
中
で
活
用
事
例
の

情
報
を
交
換
し
、ま
た
児
童

生
徒
の
反
応
な
ど
の
意
見

交
換
も
し
、活
用
に
つ
い
て

共
有
を
図
っ
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

増
や
す
考
え
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

実
践
事
例
の
蓄
積
状

況
を
み
て
、学
習
効
率
や
効

果
を
検
証
し
な
が
ら
、タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
増
や
し
て
い

く
か
検
討
し
て
い
く
。

　
少
子
高
齢
化
社
会
の
進

行
に
伴
い
、基
幹
産
業
を
支

え
て
き
た
日
本
人
労
働
力

が
減
少
し
続
け
て
い
る
。ま

た
、日
本
で
の
就
労
を
目
的

に
し
た
外
国
人
は
増
加
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。そ
こ
で

質
問
す
る
。

豊
山
町
に
お
け
る
外

国
人
の
在
籍
状
況

は
。

総
務
部
長

平
成
３１
年
２
月
２６
日

現
在
、住
民
基
本
台
帳
上
で

は
、２５
の
国
お
よ
び
地
域
の

方
々
と
な
っ
て
い
る
。

大
き
く
変
動
の
あ
っ

た
国
、地
域
は
。

総
務
部
長

ベ
ト
ナ
ム
国
籍
の
方

で
、平
成
２８
年
の
３０
人
か
ら

１
１
８
人
へ
８８
人
増
加
し

た
。

今
後
、外
国
の
方
は

増
加
す
る
と
考
え

る
。自
動
翻
訳
機
能
に
対
応

す
る
言
語
を
増
や
し
て
い
く

考
え
は
。総

務
部
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
自

動
翻
訳
機
能
は
、外
国
人
住

民
の
方
の
居
住
状
況
を
み

て
、対
応
す
る
言
語
を
検
討

し
て
い
く
。
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▲プール駐車場にトイレの設置を

小
学
生
の
球
技
で
の

遊
び
場
所
が
少
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、

新
田
東
部
の
ゲ
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ト
ボ
ー

ル
場
や
青
山
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
を
ゲ
ー
ム
が
終

わ
る
午
後
か
ら
開
放
し
て
は

ど
う
か
。ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
だ

け
の
利
用
で
は
有
効
利
用

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
高
い
フ
ェ
ン
ス
が
新
た

に
必
要
で
あ
る
し
、ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
用
の
器
具
等
が
設

置
し
て
あ
る
が
、熟
慮
す
れ

ば
、供
用
可
能
と
思
う
。

　
ま
た
、伊
勢
山
の
ス
ポ
ー

ツ
広
場
は
有
料
と
の
こ
と
だ

が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
、帰
宅
後

の
小
学
生
に
開
放
し
て
は
ど

う
か
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

利
用
種
目
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、施
設
整
備
や
鍵

の
管
理
、安
全
対
策
、グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
な
ど
解
決
す
べ
き

課
題
が
多
く
あ
る
が
、開
放

が
可
能
か
ど
う
か
今
後
、検

討
を
し
て
い
く
。

豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル

西
側
の
駐
車
場
は
多

く
の
方
が
利
用
を
さ
れ
て
い

る
。特
に
プ
ー
ル
解
放
時
の

期
間
は
町
内
外
の
方
が
大

変
多
く
利
用
を
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、町
民
の
皆
様
の

旅
行
な
ど
の
集
合
時
に
、大

型
バ
ス
の
停
車
場
と
し
て
の

利
用
が
多
々
見
ら
れ
る
。社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
が
就
業

時
に
は
ト
イ
レ
を
利
用
で
き

る
が
、月
曜
日
の
休
み
の
日

は
、社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
が
利
用
で
き
な
く
、

大
変
不
便
と
聞
い
て
い
る
。

町
民
の
利
便
性
を
考
え
駐

車
場
の
ど
こ
か
に
ト
イ
レ
を

設
置
し
て
頂
き
た
い
が
、ど

う
か
。

　
ま
た
、豊
山
町
に
児
童
遊

園
が
２５
カ
所
あ
る
が
、そ
の

中
で
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て

な
い
児
童
遊
園
が
あ
る
。ト

イ
レ
を
設
置
さ
れ
て
は
ど
う

か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル

西
側
の
駐
車
場
に
は
、衛
生

面
で
の
管
理
、費
用
対
効
果

な
ど
を
考
え
、ト
イ
レ
は
設

置
し
な
い
。

生
活
福
祉
部
長

児
童
遊
園
に
つ
い
て

は
、「
標
準
的
児
童
遊
園
設

置
運
営
要
綱
」
に
基
づ
き
、

百
坪
以
上
の
児
童
遊
園
を

設
置
対
象
と
し
て
い
る
。百

坪
以
上
の
児
童
遊
園
で
も

ト
イ
レ
の
設
置
さ
れ
て
な
い

所
は
あ
る
が
、地
権
者
の
意

向
も
あ
り
、ト
イ
レ
の
設
置

は
困
難
で
あ
る
。
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Q.子ども食堂や学習支援は
A.町の方向性と一致するため必要

Q.福祉避難室の設置は
A.必要に応じて準備する

　
な
か
よ
し
会
や
ふ
れ
あ
い

広
場
に
加
え
、昨
年
か
ら
子

ど
も
食
堂
や
中
学
生
以
上

を
対
象
に
し
た
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
が

発
足
さ
れ
、学
校
や
家
庭
と

は
違
う
、地
域
で
の
子
供
の

居
場
所
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。行
政
と
し
て
こ
う

い
っ
た
活
動
が
一
過
性
の
活

動
で
は
な
く
、安
定
し
て
継

続
で
き
る
よ
う
に
環
境
を

整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

町
が
考
え
る
「
子
ど

も
の
居
場
所
」と
は

生
活
福
祉
部
長

子
ど
も
た
ち
が
家
庭

や
学
校
以
外
で
地
域
の
子

ど
も
や
大
人
た
ち
と
交
流

で
き
る
場
所
で
あ
る
。

子
ど
も
食
堂
、
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
の
活
動
は
把
握
し
て
い
る

か
。

生
活
福
祉
部
長

子
ど
も
食
堂
に
つ
い

て
は
、２
カ
月
に
一
度
、社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し

て
い
る
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、子
ど

も
会
連
絡
協
議
会
に
お
い

て
、今
年
度
４
月
に
発
足
さ

れ
、現
在
４１
名
が
活
動
し
て

い
る
。

子
ど
も
食
堂
や
学
習

支
援
、ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
の
必
要

性
は
。

生
活
福
祉
部
長

子
ど
も
食
堂
や
学
習

支
援
は
町
の
施
策
の
方
向

性
と
一
致
す
る
た
め
必
要
で

あ
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
は
子
ど
も
の
居
場
所

と
し
て
の
機
能
を
持
つ
、有

効
な
組
織
で
あ
る
。

町
の
北
部
に
は
、学

習
等
供
用
施
設
が
無

い
。新
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整

備
す
る
と
同
時
に
セ
ン
タ
ー

に
隣
接
す
る
よ
う
な
供
用

施
設
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、町
長
が
大
切
に
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
食
育
に

特
化
し
た（
具
体
的
に
は
親

子
で
の
料
理
教
室
な
ど
可

能
）
施
設
を
設
け
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、水
害
な
ど
に
も

安
心
な
場
所
で
あ
る
た
め
、

指
定
避
難
所
と
し
て
の
機

能
も
持
た
せ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
し
て
、今
回
の

テ
ー
マ
で
も
あ
る
、子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
の
場
と
し

て
、子
ど
も
食
堂
や
学
習
支

援
な
ど
も
開
催
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長

施
設
の
設
置
は
土
地

利
用
も
含
め
考
え
る
必
要

が
あ
る
。現
在
策
定
が
進
め

ら
れ
て
い
る
次
期
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
方
向

性
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

子
ど
も
食
堂
な
ど
の

活
動
が
安
定
し
て
継

続
運
営
し
て
い
く
た
め
に

は
、行
政
と
し
て
事
業
資
金

援
助
が
必
要
で
は
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長

先
進
自
治
体
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
う
。

子
ど
も
の
居
場
所
の

環
境
づ
く
り
を
効
率

的
に
す
る
た
め
組
織
改
革

は
し
な
い
の
か
。

生
活
福
祉
部
長

子
ど
も
・
子
育
て
を

取
り
巻
く
施
設
は
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
わ
た
る
。福
祉
課

が
連
携
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

機
関
と
し
て
の
実
績
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
、各
機
関
と

の
連
携
の
ハ
ブ
機
能
の
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
に
努
め

る
。

Q&A
一般質問

Q&A
一般質問

AA

AAA

A

A A

QQ

QQ

Q

Q

▲福祉避難所　しいの木

福
祉
避
難
所
の
定
義

は
。

総
務
部
長

①
要
配
慮
者
の
円
滑

な
利
用
を
確
保
す
る
た
め

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
、②
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
要
配
慮
者
が
相
談

し
、ま
た
は
助
言
、そ
の
他

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
、③
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、要
配
慮
者
を
滞
在
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
居
室

が
可
能
な
限
り
確
保
さ
れ

る
こ
と
、こ
れ
ら
３
つ
の
基

準
に
適
合
し
て
い
る
施
設
が

福
祉
避
難
所
で
あ
る
。総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
し
い
の
木
を

指
定
し
て
い
る
。

町
の
災
害
時
要
援
護

者
支
援
体
制
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
平
成
１７
年
９
月
１
日

か
ら
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
に
至
る
ま
で
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
改
定
さ
れ
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。

生
活
福
祉
部
長

平
成
２５
年
６
月
の
災

害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
改
定
を
行

う
べ
き
で
あ
っ
た
。
早
急
に

見
直
し
を
す
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
人
数
は
。

生
活
福
祉
部
長

７５
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
要
支
援
１
と

２
、要
介
護
１
と
２
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
１
１
５

名
、要
介
護
認
定
３
か
ら
５

を
受
け
て
い
る
方
は
７８
名
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
と

２
級
を
所
持
す
る
視
覚
・
聴

覚
・
肢
体
不
自
由
の
方
は
１

０
７
名
、療
育
手
帳
Ａ
判
定

を
所
持
す
る
方
は
１５
名
、精

神
障
害
者
福
祉
手
帳
１
級

を
所
持
す
る
方
は
１９
名
、１

人
暮
ら
し
の
方
は
１
０
１

名
、
合
計
４
３
５
名
で
あ

る
。

障
害
者
や
高
齢
者
の

避
難
を
考
え
た
と
き

に
、福
祉
避
難
所
が
し
い
の

木
、一
カ
所
で
は
心
細
い
。一

般
避
難
所
で
福
祉
的
な
支

援
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、よ
り
多
く
の
方
が
避
難

で
き
る
よ
う
に
な
る
。町
で

は
一
般
避
難
所
の
福
祉
避
難

室
の
設
置
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の

か
。

生
活
福
祉
部
長

必
要
に
応
じ
て
要
配

慮
者
用
の
ス
ペ
ー
ス
、間
仕

切
り
、
車
い
す
、
簡
易
ベ
ッ

ド
、配
慮
者
用
の
仮
設
ト
イ

レ
等
を
設
置
で
き
る
よ
う

準
備
し
て
い
く
。避
難
所
運

営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
自

主
防
災
組
織
等
や
施
設
管

理
者
の
協
力
を
得
つ
つ
、個

室
を
利
用
で
き
る
よ
う
調

整
し
て
い
く
。

A

A

A A

QQ

Q

Q

▲ジュニアリーダーに期待

坪井孝仁 議員
つ ぼ い  た か ひ と

Takahito Tsuboi

や ま も と りょ う す け

山本亮介 議員
Ryosuke Yamamoto
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Q.子ども食堂や学習支援は
A.町の方向性と一致するため必要

Q.福祉避難室の設置は
A.必要に応じて準備する

　
な
か
よ
し
会
や
ふ
れ
あ
い

広
場
に
加
え
、昨
年
か
ら
子

ど
も
食
堂
や
中
学
生
以
上

を
対
象
に
し
た
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
が

発
足
さ
れ
、学
校
や
家
庭
と

は
違
う
、地
域
で
の
子
供
の

居
場
所
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。行
政
と
し
て
こ
う

い
っ
た
活
動
が
一
過
性
の
活

動
で
は
な
く
、安
定
し
て
継

続
で
き
る
よ
う
に
環
境
を

整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

町
が
考
え
る
「
子
ど

も
の
居
場
所
」と
は

生
活
福
祉
部
長

子
ど
も
た
ち
が
家
庭

や
学
校
以
外
で
地
域
の
子

ど
も
や
大
人
た
ち
と
交
流

で
き
る
場
所
で
あ
る
。

子
ど
も
食
堂
、
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
の
活
動
は
把
握
し
て
い
る

か
。

生
活
福
祉
部
長

子
ど
も
食
堂
に
つ
い

て
は
、２
カ
月
に
一
度
、社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し

て
い
る
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、子
ど

も
会
連
絡
協
議
会
に
お
い

て
、今
年
度
４
月
に
発
足
さ

れ
、現
在
４１
名
が
活
動
し
て

い
る
。

子
ど
も
食
堂
や
学
習

支
援
、ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
の
必
要

性
は
。

生
活
福
祉
部
長

子
ど
も
食
堂
や
学
習

支
援
は
町
の
施
策
の
方
向

性
と
一
致
す
る
た
め
必
要
で

あ
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
は
子
ど
も
の
居
場
所

と
し
て
の
機
能
を
持
つ
、有

効
な
組
織
で
あ
る
。

町
の
北
部
に
は
、学

習
等
供
用
施
設
が
無

い
。新
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整

備
す
る
と
同
時
に
セ
ン
タ
ー

に
隣
接
す
る
よ
う
な
供
用

施
設
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、町
長
が
大
切
に
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
食
育
に

特
化
し
た（
具
体
的
に
は
親

子
で
の
料
理
教
室
な
ど
可

能
）
施
設
を
設
け
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、水
害
な
ど
に
も

安
心
な
場
所
で
あ
る
た
め
、

指
定
避
難
所
と
し
て
の
機

能
も
持
た
せ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
し
て
、今
回
の

テ
ー
マ
で
も
あ
る
、子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
の
場
と
し

て
、子
ど
も
食
堂
や
学
習
支

援
な
ど
も
開
催
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長

施
設
の
設
置
は
土
地

利
用
も
含
め
考
え
る
必
要

が
あ
る
。現
在
策
定
が
進
め

ら
れ
て
い
る
次
期
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
方
向

性
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

子
ど
も
食
堂
な
ど
の

活
動
が
安
定
し
て
継

続
運
営
し
て
い
く
た
め
に

は
、行
政
と
し
て
事
業
資
金

援
助
が
必
要
で
は
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長

先
進
自
治
体
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
う
。

子
ど
も
の
居
場
所
の

環
境
づ
く
り
を
効
率

的
に
す
る
た
め
組
織
改
革

は
し
な
い
の
か
。

生
活
福
祉
部
長

子
ど
も
・
子
育
て
を

取
り
巻
く
施
設
は
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
わ
た
る
。福
祉
課

が
連
携
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

機
関
と
し
て
の
実
績
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
、各
機
関
と

の
連
携
の
ハ
ブ
機
能
の
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
に
努
め

る
。

Q&A
一般質問

Q&A
一般質問

AA

AAA

A

A A

QQ

QQ

Q

Q

▲福祉避難所　しいの木

福
祉
避
難
所
の
定
義

は
。

総
務
部
長

①
要
配
慮
者
の
円
滑

な
利
用
を
確
保
す
る
た
め

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
、②
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
要
配
慮
者
が
相
談

し
、ま
た
は
助
言
、そ
の
他

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
、③
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、要
配
慮
者
を
滞
在
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
居
室

が
可
能
な
限
り
確
保
さ
れ

る
こ
と
、こ
れ
ら
３
つ
の
基

準
に
適
合
し
て
い
る
施
設
が

福
祉
避
難
所
で
あ
る
。総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
し
い
の
木
を

指
定
し
て
い
る
。

町
の
災
害
時
要
援
護

者
支
援
体
制
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
平
成
１７
年
９
月
１
日

か
ら
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
に
至
る
ま
で
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
改
定
さ
れ
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。

生
活
福
祉
部
長

平
成
２５
年
６
月
の
災

害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
改
定
を
行

う
べ
き
で
あ
っ
た
。
早
急
に

見
直
し
を
す
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
人
数
は
。

生
活
福
祉
部
長

７５
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
要
支
援
１
と

２
、要
介
護
１
と
２
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
１
１
５

名
、要
介
護
認
定
３
か
ら
５

を
受
け
て
い
る
方
は
７８
名
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
と

２
級
を
所
持
す
る
視
覚
・
聴

覚
・
肢
体
不
自
由
の
方
は
１

０
７
名
、療
育
手
帳
Ａ
判
定

を
所
持
す
る
方
は
１５
名
、精

神
障
害
者
福
祉
手
帳
１
級

を
所
持
す
る
方
は
１９
名
、１

人
暮
ら
し
の
方
は
１
０
１

名
、
合
計
４
３
５
名
で
あ

る
。

障
害
者
や
高
齢
者
の

避
難
を
考
え
た
と
き

に
、福
祉
避
難
所
が
し
い
の

木
、一
カ
所
で
は
心
細
い
。一

般
避
難
所
で
福
祉
的
な
支

援
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、よ
り
多
く
の
方
が
避
難

で
き
る
よ
う
に
な
る
。町
で

は
一
般
避
難
所
の
福
祉
避
難

室
の
設
置
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の

か
。

生
活
福
祉
部
長

必
要
に
応
じ
て
要
配

慮
者
用
の
ス
ペ
ー
ス
、間
仕

切
り
、
車
い
す
、
簡
易
ベ
ッ

ド
、配
慮
者
用
の
仮
設
ト
イ

レ
等
を
設
置
で
き
る
よ
う

準
備
し
て
い
く
。避
難
所
運

営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
自

主
防
災
組
織
等
や
施
設
管

理
者
の
協
力
を
得
つ
つ
、個

室
を
利
用
で
き
る
よ
う
調

整
し
て
い
く
。

A

A

A A

QQ

Q

Q

▲ジュニアリーダーに期待

坪井孝仁 議員
つ ぼ い  た か ひ と

Takahito Tsuboi

や ま も と りょ う す け
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Ryosuke Yamamoto
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Q.給食のアレルギー対応は
A.アレルギー食専用の調理室を新設

Q.松張・六和地域の道路整備は
A.住民の意見をうかがう

新
給
食
セ
ン
タ
ー
工

事
が
２
０
２
０
年
８

月
に
完
了
す
る
予
定
と
の

こ
と
。近
隣
へ
の
配
慮
も
怠

ら
ず
、行
っ
て
ほ
し
い
が
、工

事
車
両
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

確
保
し
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

工
事
請
負
業
者
に
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は

最
重
要
課
題
と
考
え

る
。対
応
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

新
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
、ア
レ
ル
ギ
ー
食
専
用
の

調
理
室
を
設
置
す
る
。ま
ず

は
、乳
と
卵
の
除
去
食
を
実

施
す
る
。

　

岐
阜
県
輪
之
内
町
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
献

立
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム「
ア

レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
視
察
し
た

こ
と
は
あ
る
か
。導
入
を
検

討
し
て
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

視
察
を
し
た
こ
と
は

な
い
。効
率
的
な
シ
ス
テ
ム

等
が
あ
れ
ば
、整
備
の
参
考

と
し
た
い
。

食
器
や
道
具
は
新
し

い
も
の
を
考
え
て
い

る
か
。よ
り
温
か
く
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
検
討
を
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

作
業
を
効
率
的
に
す

る
た
め
新
し
い
機
器
の
導

入
を
考
え
て
い
る
。備
品
で

継
続
し
て
使
え
る
も
の
は
、

有
効
に
活
用
し
て
い
く
。

　
保
温
性
の
確
保
は
で
き

る
限
り
の
方
策
を
検
討
す

る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、２
０

３
０
年
ま
で
に
誰
ひ

と
り
取
り
残
さ
な
い
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、２
０
１
５
年
の
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
国

際
目
標
で
あ
る
。貧
困
や
飢

餓
の
根
絶
、環
境
対
策
、平

等
の
実
現
な
ど
、誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
と
の
理
念

は
、自
治
体
で
行
っ
て
い
る

施
策
に
も
合
致
す
る
も
の

と
思
う
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
沿
っ

た
町
政
運
営
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
、ま
た
、

総
合
計
画
に
ど
の
よ
う
に

取
り
入
れ
て
い
く
の
か
。

町
長

持
続
可
能
な
開
発
目

標
は
す
べ
て
の
国
に
適
用
さ

れ
る
普
遍
的
な
目
標
で
あ

る
。

　
循
環
型
社
会
の
構
築
や

環
境
保
全
な
ど
、す
で
に
本

町
で
取
り
組
ん
で
い
る
施
策

と
合
致
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
、こ
れ
ら
の
施
策
が
世
界

的
に
も
目
標
が
共
通
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
、認
識
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
国
は
、実
施
指
針
を
決
定

し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
要
素
を
最

大
限
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

奨
励
し
て
い
る
の
で
、第
５

次
総
合
計
画
策
定
の
際
に

は
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。
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▲整備途中の町道 53 号線

　
平
成
３１
年
度
中
に
策
定

さ
れ
る
総
合
計
画
は
、現
在

着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
る

と
考
察
す
る
が
、都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、

住
民
の
安
心
・
安
全
が
補
填

で
き
る
道
路
整
備
に
つ
い
て

尋
ね
る
。救

急
車
両
、消
防
車

両
が
入
っ
て
行
け
な

い
道
路
に
つ
い
て
、計
画
に

取
り
込
む
考
え
は
あ
る
か
。

産
業
建
設
部
長

狭
あ
い
道
路
に
つ
い

て
は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
既
成
市
街
地
に
お

け
る
市
街
地
整
備
の
方
針

の
中
で
、幅
員
４
メ
ー
ト
ル

未
満
の
道
路
で
は
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
制
度
を
徹
底
し
、狭

あ
い
道
路
の
改
善
を
図
り
、

安
全
な
市
街
地
環
境
を
形

成
す
る
と
し
て
い
る
。

　
狭
あ
い
道
路
対
策
は
、そ

の
道
路
に
隣
接
す
る
全
て
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
な
け
れ
ば
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
難
し
い
問
題

で
あ
る
が
、当
面
は
建
築
行

為
な
ど
に
係
る
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
を
中
心
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

町
道
５３
号
線
お
よ
び

町
道
２
５
７
号
線
の

整
備
計
画
は
考
え
て
い
る

か
。
北
名
古
屋
市
道
西
春
・

師
勝
線
と
の
関
係
を
過
去

に
話
し
合
っ
た
事
が
あ
る

か
。あ
い
せ
の
里
の
計
画
時

点
で
整
備
計
画
を
立
て
る
べ

き
で
は
な
か
っ
た
か
。最
終

的
に
は
町
道
８
２
３
号
線
ま

で
の
延
伸
計
画
に
な
る
と

考
え
て
い
る
が
。

産
業
建
設
部
長

町
道
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
は
、市
街
化
区
域
の

道
路
整
備
を
優
先
し
て
進

め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、調

整
区
域
内
に
あ
る
町
道
５３

号
、２
５
７
号
線
は
現
在
、

具
体
的
に
整
備
を
進
め
る

計
画
は
な
い
。
ま
た
、北
名

古
屋
市
道
西
春
・
師
勝
線
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、あ
い

せ
の
里
の
建
設
当
時
に
協

議
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

現
時
点
で
大
山
川
を
渡
り
、

町
道
８
２
３
号
線
ま
で
延
伸

す
る
具
体
的
な
道
路
整
備

計
画
は
な
い
が
、本
町
の
次

期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
中
で
、土
地

利
用
計
画
と
と
も
に
、道
路

整
備
計
画
に
つ
い
て
も
地
域

住
民
の
方
々
か
ら
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、慎
重
に
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A

A

Q

Q

▲わーい、給食だ

岩村みゆき 議員
い わ む ら

Miyuki Iwamura

お お ぐ ち  し ろ う

大口司郎 議員
Shiro Oguchi

Q.
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

　
　町
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運
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合
計
画
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に

　
　参
考
に
す
る
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０
２
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確
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。
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。
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献
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テ
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検
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テ
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検
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議
員
任
期
最
後
の
定
例
会
が
終
了
し
た
。私
た

ち
広
報
編
集
委
員
も
最
後
の
仕
事
。委
員
任
期
の

2
年
間
、研
修
も
行
い
な
が
ら
、よ
り
住
民
の
皆
さ

ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
を
と
、委
員
の
中
で

意
見
を
ぶ
つ
け
あ
っ
た
こ
と
も
…

　
も
っ
と
議
会
の
様
子
を
分
か
り
や
す
く
、限
ら
れ

た
紙
面
で
何
を
ど
う
載
せ
る
か
、発
行
ま
で
の
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
の
作
業
で
も
あ
り
、今
も
悩
み
は

尽
き
な
い
。

　
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
評
価
は
、

今
年
も
参
加
賞
で
あ
っ
た
。住
民
に
伝
え
よ
う
と
す

る
意
欲
は
見
ら
れ
る
と
の
評
価
。う
れ
し
い
よ
う
な

そ
う
で
な
い
よ
う
な
複
雑
な
気
持
ち
で
あ
る
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、最
後
の
編
集
作
業
で
あ
る
。い

ろ
い
ろ
と
無
理
難
題
に
付
き
合
っ
て
下
さ
っ
た
委
員

の
皆
さ
ま
、事
務
局
の
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ

る
。

　
ま
た
、読
ん
で
下
さ
っ
た
町
民
の
皆
さ
ま
に
最
大

の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
M・I
）

春
夏
秋
冬

Toyoyama Gikai  Dayori

と
よ
や
ま
議
会
だ
よ
り

T
oyoyam
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ayori
令
和
元
年
5月
１
日
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の
コ
メ
ン
ト

 
平
成
３１
年
３
月
２０
日
豊
山
小
学
校
卒
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。式
が
始
ま
る
前
の
６
年
１
組
の
子
ど
も
た
ち
。

先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
記
念
撮
影
。

　
私
は
豊
山
町
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
高
校
に
入
学
し
た

と
き
に
学
校
で
「
豊
山
町
っ
て
ど
こ
？
」
と
聞
か

れ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
に
初
め
て
豊
山
町
の

知
名
度
の
低
さ
に
気
づ
き
、
何
か
豊
山
町
の
力
に

な
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ち

サ
ポ
は
豊
山
町
を
良
い
町
に
し
た
い
、
豊
山
町
で

何
か
面
白
い
こ
と
が
し
た
い
と
集
ま
っ
て
で
き
た
団
体
で
す
。

　
私
は
ダ
ン
ス
が
好
き
な
の
で
、Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
キ
ャ
ラ
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

の
地
空
人
く
ん
参
加
を
企

画
し
ま
し
た
。
や
り
た
い

と
思
っ
た
こ
と
が
形
に
な

り
、
た
く
さ
ん
の
方
の
協

力
を
得
て
、
グ
ラ
ン
プ
リ

を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
様
々
な
経
験
が
で
き

る
場
所
な
の
で
、
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
学
生
の
方
に
ま

ち
サ
ポ
で
活
躍
し
て
、
い

い
経
験
を
い
っ
ぱ
い
し
て
ほ

し
い
で
す
！ 飯

山 

穂
奈
美

い
い
や
ま

ほ

な

み

「
ま
ち
サ
ポ
っ
て
知
っ
て
る
？
」

広報編集委員
議員はお祭りへの寄付や

町内会の催しものへ差し入れ
することを禁止されています。
　有権者が求めてもいけま
せん。
ご理解をお願いします。

平成３１年２月１日発行の議会だよりＮＯ.１４７号に誤りがありました。
訂正してお詫びいたします。

委 員 長　岩村 みゆき

副委員長　山本 亮介

委　　員　大口 司郎
　　　　　岡島 政信
　　　　　坪井 孝仁

寄付行為の禁止

訂正箇所 （誤） （正）

Ｐ2上段
給食センター
造成工事費
2億5200万円

給食センター
造成工事費
2520万円

Ｐ5福祉建設
　 委員会視察 西春日井衛生組合 北名古屋衛生組合

卒業おめでとう（豊山小学校） （関連記事P16）

※本文の元号は3月定例会時にあわせています。

P２～３
P４

P７～１５
P1６

平成31年度予算
質疑あれこれ
8人が一般質問
翔びたて豊山っ子！

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

P６あいち航空ミュージアム
-さらなる発展を期待

TOPICS


